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掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

昨年オープンしたヘアサ

ロン。1席のみのプライ

ベートサロンであること

をPRしたところ、LINE

につながるQRコード読

み取り数は1カ月で約

200回にのぼり、多くの

読者が来店していると

うれしいご報告をいた

だきました。

埼玉県伝統工芸士が指

導する鬼瓦表札づくり

の体験教室を開いてい

る瓦工房。「地域の逸品」

企画で、クーポン利用に

よりお得に体験できる

ことを告知したところ、

6名が受講し、先方も驚

かれるほどの反響につ

ながりました。

vol.237
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

928,540部
道内発行
媒体数

6誌

北海道 先月より1,000部増

vol.122
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.98
40,000部
20日発行

大崎市

vol.121
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

535,910部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県

vol.134
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.115
53,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.230
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.201
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.227
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

12,732,007
※情報は2025年4月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を3月1日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い5月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください
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県内
総発行部数

225,450部
県内発行
媒体数

2誌

山形県

298,480部
第4または第5
金曜日発行

仙台市泉区・青葉区・
若林区・太白区・宮城
野区・富谷市・名取市・
岩沼市・塩竈市・多賀
城市・大和町・柴田町
・七ヶ浜町・利府町

vol.1813
宮城版

143,450部
第4または第5
金曜日発行

寒河江市・西村山郡河北町・西
村山郡西川町・西村山郡大江町
・西村山郡朝日町・東村山郡中
山町・山形市・上山市・東村山郡
山辺町・村山市・天童市・東根市
・尾花沢市・北村山郡大石田町

vol.1813
山形

vol.119
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

県内
総発行部数

86,500部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.109
53,500部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

250,245部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.143
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.186
62,000部
25日発行

日立市

vol.138
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

vol.31
33,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村・中島村

vol.110

82,000部
20日発行

【東南おきたま版】
60,000部

【東南おきたま版】
米沢市・南陽市
高畠町・川西町

【西おきたま版】
22,000部

【西おきたま版】
長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

プロの技を身近に！
クーポン付

体験教室が大人気

QR読み取り200回！
来店者が急増した
ヘアサロンの戦略

vol.11
61,000部
第4木曜日発行

千歳市・恵庭市

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

静岡市駿河区

vol.120

vol.117
75,760部

第3または第4土曜日

vol.155
33,300部
最終土曜日発行

富士宮市富士宮版

78,970部
第3または第4土曜日

静岡市葵区

駿河区版

vol.82

清水区版

50,400部
20日発行

藤枝市

vol.89
67,920部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

愛知県
県内

総発行部数

1,882,950部
県内発行
媒体数

28誌

vol.10
120,000部
最終金曜日発行

83,200部
第4木曜日発行

68,200部
第4木曜日発行

60,450部
第4木曜日発行

83,800部
第4木曜日発行

61,700部
第4木曜日発行

豊橋市・豊川市
田原市・新城市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.103

vol.154
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.113

葵区版

県内
総発行部数

139,500部
県内発行
媒体数

1誌

秋田県

vol.190
139,500部

1日発行
秋田市

県内
総発行部数

120,000部
県内発行
媒体数

1誌

岩手県

vol.558~559

120,000部盛岡市・滝沢市（一
部）・矢巾町（一部）・
紫波町（一部）

vol.402
83,100部
25日発行

宮崎市

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.62
32,000部
25日発行

宮古島市

県内
総発行部数

47,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

47,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部vol.216

県内
総発行部数

503,250部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.350
58,400部

月末発行
沼津市

vol.388
70,100部
月末発行

富士市

vol.302
68,400部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

県内
総発行部数

661,400部
県内発行
媒体数

3誌

神奈川県

173,900部
第3または第4金曜日発行

横浜市磯子区・港北区・神
奈川区・中区・西区・南区・
港南区・旭区・保土ケ谷区vol.1812

横浜南版

63,000部
20日発行vol.115

上越市・妙高市

県内
総発行部数

181,000部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県 先月より2,500部増

64,000部
25日発行vol.133

三条市・燕市
加茂市・弥彦村

54,000部
30日発行vol.85

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

34,000部
20日発行vol.141

韮崎市・北杜市

vol.198
36,610部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.224

44,600部
25日発行

vol.252
44,970部
25日発行

多治見市

vol.359

75,570部
25日発行

【かに版】
44,320部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,250部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.222
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.249

vol.98
24,990部
25日発行

羽島市

vol.218
47,000部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.265

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

81,000部
25日発行

vol.197
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

741,607部
県内

世帯到達率

88.4％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県

vol.350
54,500部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.401

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

33,928部
25日発行vol.203

敦賀市・美浜町

県内
総発行部数

33,928部
県内発行
媒体数

1誌

福井県

82,000部
25日発行vol.252

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町

38,000部
25日発行vol.153

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

154,000部
県内発行
媒体数

3誌

山梨県

vol.192

196,330部
20日発行

【北部版】
76,459部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
119,871部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

甲府・甲斐
中央・昭和版

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.107
52,000部
25日発行

小山市

vol.135
63,000部
25日発行

伊勢崎市

vol.135
60,000部
25日発行

前橋市

vol.330
120,000部

25日発行
高崎市

vol.90
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

343,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.98
50,000部
25日発行

太田市

vol.656
174,985部
第2または第3金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市

県内
総発行部数

1,065,945部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県

vol.122
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.113
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.56
44,000部
20日発行

深谷市

vol.122
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

vol.1811
81,190部

第2または第3金曜日発行
志木市・新座市
朝霞市・和光市

vol.1810
134,730部
第1または第2金曜日発行

足立区・葛飾区東京北東版

vol.1811
247,970部
第2または第3金曜日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南西版

埼玉南版

vol.1810
160,000部
第1または第2金曜日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1810
187,400部
第1または第2金曜日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市

埼玉東版

都内
総発行部数

314,570部
都内発行
媒体数

2誌

東京都

県内
総発行部数

1,697,397部
県内発行
媒体数

39誌

千葉県

vol.1811
179,840部
第1または第2金曜日発行

練馬区・西東京市・
中野区・板橋区

埼玉中央版

東京北西版

埼玉西版

Vol.418~421
42,245部
毎週金曜日発行

守谷市・つくばみら
い市・取手市取手・守谷版

vol.2257~2260
43,660部
毎週金曜日発行

佐倉市佐倉西版

vol.2257~2260
61,735部

毎週金曜日発行
八千代市東葉版

vol.2257~2260
43,230部
毎週金曜日発行

千葉市花見川区
八千代市・習志野市
　

八千代台版

vol.2257~2260
40,470部
毎週金曜日発行

習志野市・船橋市
千葉市花見川区　習志野版

vol.2257~2260
46,125部

毎週金曜日発行
船橋市船橋東版

vol.2257~2260
39,750部

毎週金曜日発行
船橋市津田沼版

vol.2257~2260
38,610部
毎週金曜日発行

習志野市習志野西版

vol.2257~2260
37,245部

毎週金曜日発行
千葉市花見川区
美浜区幕張版

vol.1372~1375
47,175部

毎週金曜日発行
印西市・白井市
船橋市千葉ＮＴ版

vol.1372~1375
42,560部
毎週金曜日発行

成田市・栄町
富里市成田版

vol.1372~1375
23,500部
毎週金曜日発行

佐倉市・酒々井町佐倉東・酒々井版

vol.1372~1375
19,495部

毎週金曜日発行
八街市・富里市
成田市富里・八街版

vol.1254~1257
32,620部
毎週金曜日発行

船橋市船橋北版

vol.1254~1257
40,060部
毎週金曜日発行

鎌ヶ谷市・白井市鎌ヶ谷版

vol.1138~1141
46,635部
毎週金曜日発行

船橋市船橋南版

vol.1138~1141
47,480部

毎週金曜日発行
船橋市・市川市船橋中央版

vol.1138~1141
54,280部
毎週金曜日発行

市川市・松戸市八幡版

vol.177
名古屋市中村区

vol.175
名古屋市中川区

vol.169
名古屋市港区

vol.159
名古屋市守山区

vol.153
名古屋市緑区

vol.1130~1133
40,460部
毎週金曜日発行

市川市市川版

vol.1138~1141
55,965部
毎週金曜日発行

市川市・船橋市船橋西版

vol.1243~1246
45,727部

毎週金曜日発行
千葉市美浜区美浜版

vol.1243~1246
29,485部
毎週金曜日発行

千葉市花見川区
稲毛区千葉北版

vol.1243~1246
44,180部

毎週金曜日発行
千葉市若葉区
四街道市若葉版

vol.1243~1246
36,285部
毎週金曜日発行

千葉市稲毛区
若葉区・四街道市四街道版

vol.1243~1246
47,051部

毎週金曜日発行
千葉中央区・稲毛区
若葉区千葉中央版

vol.1243~1246
42,259部
毎週金曜日発行

千葉市稲毛区稲毛版

vol.1243~1246
32,712部

毎週金曜日発行
千葉市中央区蘇我版

vol.1243~1246
56,532部
毎週金曜日発行

千葉市中央区・緑区
市原市千葉南版

vol.1145~1148
59,072部

毎週金曜日発行
市原市市原版

vol.1145~1148
37,234部

毎週金曜日発行
袖ヶ浦市・木更津市木更津・袖ヶ浦版

vol.1130~1133
62,190部

毎週金曜日発行
松戸市松戸駅周辺版

vol.1124~1127
65,075部
毎週金曜日発行

松戸市・柏市
鎌ヶ谷市八柱・五香版

vol.1124~1127
63,780部
毎週金曜日発行

松戸市新松戸・北小金版

vol.978~981
47,655部

毎週金曜日発行
流山市流山版

vol.1003~1006
38,660部
毎週金曜日発行

柏市柏中央版

vol.1003~1006
35,780部
毎週金曜日発行

柏市柏南版

vol.1003~1006
39,595部
毎週金曜日発行

柏市・我孫子市柏北版

vol.1003~1006
37,070部

毎週金曜日発行
柏市・流山市柏西版

vol.1024~1027
38,955部
毎週金曜日発行

我孫子市我孫子版

vol.890~893
37,045部

毎週金曜日発行
野田市野田版

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.90

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・京都府木
津川市・精華町・京田辺市
・大阪府四条畷市田原台vol.642

奈良・
けいはんな版

増
刷

vol.134
59,000部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

37,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.110

県内
総発行部数

69,000部
県内発行
媒体数

1誌

香川県

69,000部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.115

県内
総発行部数

39,030部
県内発行
媒体数

1誌

高知県 先月より100部増

県内
総発行部数

166,500部
県内発行
媒体数

3誌

福岡県 先月より200部増

vol.126
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.120
64,000部
20日発行

福岡市西区

vol.154
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

39,030部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.109

県内
総発行部数

160,200部
県内

世帯到達率

67.2％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.146
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

県内
総発行部数

148,150部
県内発行
媒体数

2誌

佐賀県 先月より103,650部増

vol.119
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

106,000部
県内発行
媒体数

2誌

広島県

vol.9
41,000部
20日発行

廿日市市

西区版

103,650部
月末発行vol.452

佐賀市

vol.3
65,000部
25日発行

福山市

vol.1200
100,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪北版

府内
総発行部数

695,020部
府内発行
媒体数

4誌

大阪府

250,000部
第4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

泉州版
vol.886

vol.1237

185,020部
第1金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

vol.83
160,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

県内
総発行部数

63,200部
県内発行
媒体数

2誌

和歌山県

vol.103
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.9
23,200部
20日発行

橋本市・かつらぎ町

最終火曜日とその
2週間前の木曜発行

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.90

26,610部
第3金曜日発行

豊明市
vol.106

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.110

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.97

62,000部
第3金曜日発行

刈谷市・知立市
vol.1

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.35
62,300部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.254
65,600部
25日発行

半田市

vol.50
40,300部
第3金曜日発行

安城市

vol.51
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.146

vol.10
35,000部
第４金曜日発行

蒲郡市
額田郡幸田町

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

vol.154
35,290部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.122

vol.94
66,400部

末日発行
清須市・あま市

vol.299
208,400部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.78
59,900部
28日頃発行

津島市・大治町
蟹江町・愛西市

vol.146
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.128
58,150部
末日発行

岩倉市
北名古屋市

海部・津島版

vol.1
63,000部

末日発行
名古屋市西区・北区西区・北区版

岩倉・北名古屋版

江南・大口・扶桑版

一宮・稲沢版

清須・あま版

vol.143
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.175
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.205
104,229部

28日発行
津市

vol.200
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.114
20,700部
25日発行

志摩市

県内
総発行部数

321,766部
県内発行
媒体数

5誌

滋賀県

vol.216
56,900部
25日発行

長浜市・米原市

vol.241
69,067部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.171

75,899部
25日発行

【近江八幡版】
35,408部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
40,491部

【東近江版】
東近江市

vol.225
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.165
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

県内
総発行部数

624,849部
県内

世帯到達率

79.8％
県内発行
媒体数

9誌

三重県

vol.230
70,740部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

vol.211

124,133部
28日発行

【北部版】
59,143部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町vol.1812

227,790部
第3または第4金曜日発行

横浜市港北区・鶴見
区・神奈川区・青葉
区・緑区・都筑区

横浜北版

vol.1812
259,710部
第3または第4金曜日発行

川崎市中原区・川崎区・幸区
・宮前区・高津区・横浜市鶴
見区・東京都大田区・品川区

川崎・大田版

22
周
年

17
周
年

20
周
年

10
周
年

9
周
年

7
周
年

11
周
年

vol.1
54,960部
25日発行

草津市・守山市

vol.150
64,940部
25日発行

大津市北部

草津・守山版

大津北版

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への

広告出稿の見積作成、
問い合わせが可能！

HAPPY MEDIA
GUIDE

情報誌見積サイト

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

サ
イ
ト
で
今
解
決
！

サイズ別料金が知りたい！
見積もりが今スグ欲しい！

また、「初めての出稿なので、もっ

と細かく相談したい！」や「成功

事例について詳しく聞きたい！」

など、地域での販促に関するご相

談もサイト内「お問い合わせ」より

ご連絡ください。

https://www.happymedia.jp/


【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

みやぎ版／25,000部
群馬版／57,000部
埼玉東版／25,000部

ちば（中部版）／50,000部
ちば（北西部版）／50,000部
岐阜版／58,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

クーポンアプリ「フリモ」 ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS14.0以上　Android : 7.0以上

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブ
セミナー・コンサート
の企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

7,000名
400件以上

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

※ダウンロード数 495,394件（2025年4月21日現在）

Chuco Works

大垣市版デジタル地域通貨「ガキペイ」

インバウンド需要を取り込め！

鳥取県の食の魅力が詰まった観光グルメMAP

　五月病シーズンがやってきます。五月病はGW

明けに心身の不調を訴える状態の総称で、正式

な病名ではなく俗称とのことですが、主な原因は

ストレスだとか。対策は趣味や運動の時間を持

ち、良く寝ること。また、周囲とのコミュニケー

ションも大切です。

　「言い方にモヤっとした」「上手く提案できずにい

るアレ、どうしよう」といったモヤモヤを抱えたまま

連休に入ると、せっかくの休みを憂鬱な気分で過ご

すことになりかねません。誰かに話すことで、頭の

中が整理され、気持ちが軽くなることがあります。

　もちろん、周囲の先輩が答えを100％持ってい

るとは限りません。しかし、一人で抱え込まず共有

することは、企業としてはリスク軽減につながり

ます。チームでみんなの“モヤっと”を吐き出す時

間を設けることが、五月病を吹き飛ばす一手にな

るはずです。

（広報・マーケティング　岡本）

「清流の国ぎふ」鮎料理フェアPR冊子制作

岐阜の鮎文化を広める料理店62店舗を紹介！
　岐阜県里川・水産振興課より令

和6年度、「清流の国ぎふ」鮎料理

フェアPR冊子および鮎料理フェ

ア名店ガイドブック制作を受託。

世界農業遺産に認定されている

「清流長良川の鮎」のシンボルであ

る鮎のブランド振興や消費拡大を

図るために、県内の鮎料理店と連

携し「鮎料理フェア」として、さまざまなイベントを行っています。

　その一環として、岐阜県の奥深い鮎の食文化の魅力を県内外へPRする冊子を２

冊制作しました。ブランドブックとして位置づけた１冊目は、長良川の美しい川面を

彷彿とさせる表紙デザインを採用。２冊目は読者対象を広げ、大衆向けの情報誌と

しました。どちらも県内で鮎料理を提供する62店舗を掲載しています。

　引き続き今年度も冊子制作を受託しております。店舗数を増やし、パワーアップ

した冊子にご期待ください。

（中部PM4課・田中）

編集後記

知る人ぞ知る地元の名品を特集

地域に不可欠な情報誌として影響力を発揮

【配布先】
【 仕 様 】
【発行エリア】

高校
冊子A4 オールカラー
山形県、群馬県、岐阜県、愛知県、三重県、
滋賀県、鳥取県、福岡県

進路選びを応援する
高校生のための就職応援メディア『Start！』

地域みっちゃく
生活情報誌®

N0.136部署だより

エリア開発室
『ParuPi』編集室

▲『ParuPi』編集室のスタッフ

　山梨県甲府市･甲斐市･中央市･昭和町エリア

で82,000部を発行している『ParuPi（パル

ピー）』。地域の人々に多くの情報を発信し続け、

6月に21周年を迎えます。

　県庁所在地の甲府市は、多くのビジネスマン

や観光客で賑わっています。甲斐市は農畜産業

が盛んで、甲州ワインビーフや桑茶、やはたいも

などの特産品が有名です。両市にそびえる御嶽

昇仙峡は日本遺産に認定され、市街地から30

分ほどで日本一の渓谷美と言われる大自然に

触れられます。中央市は県内有数の産業集積地

で多くの企業が集まり、地域経済が活発です。

昭和町は山梨県で唯一、山のないまち。大型商

業施設や人気ショップが集結し、老若男女を問

わず楽しめるスポットがあります。

　このような魅力的な地域で、今までに出会っ

た方との縁を大切にしつつ新たな出会いを求

め、地域とのより深い絆を構築して愛される情

報誌を届けられるよう、スタッフ一同今後も邁

進してまいります。

  （ParuPi編集室・中沢）

江崎禎英岐阜県知事×大島斉社長 特別対談

冊子事業運営

冊子

補助金にアンテナを立て早期に企画・セールス

福島県『月刊すかっと』・『月刊こみっと』エリア・マークス株式会社

　岐阜県内で発行する『地域みっちゃく生活情報誌®』5

月号では、2月に就任した江崎禎英知事にインタビューを

実施。大島斉社長がインタビュアーとなり、子育て支援策

や大型連休におすすめのスポットなど、読者の関心が高

いテーマについて深く掘り下げました。広告業を通じた社

会貢献を理念とする当社として、これからも地域に不可

欠な情報を発信してまいります。

（クオリティマネジメント室・髙﨑）

加盟店開拓や関係各所との調整で円滑な事業運営
　岐阜県大垣市では、市独自のス

マートフォンアプリ「ガキペイ」を導

入し、大垣市版のデジタル地域通貨

「ガキペイ」の運用を進めています。

イベントセミナー部では、大垣市を

知り尽くしている『Wao!Club』編集

室とタッグを組み、円滑な事業運営

と利用者の利便性向上に向け、令

和6年度秋から事務局業務を大垣市より受託しました。　

　加盟店開拓や事業広報は『Wao!Club』、事務局全般業務はイベントセミナー部

と、それぞれが得意分野を担い、連携できるのは中広の強みです。令和7年度も引

き続き継続受託でき、現在も事業推進中です。販売総額2億4,000万円のプレミア

ム付商品券事業や、省エネ家電購入支援ポイント事業などのさまざまな「ガキペ

イ」ポイント付与事業が1年通して目白押しのため、事務局業務も忙しくなります

が、地域経済活性化の一助となるよう貢献してまいります。

（イベントセミナー課・伏屋）

JLAA 2025年度定期総会開催
　4月11日、当社が加盟する「一般社団法人日本地域広

告会社協会(JLAA)」の2025年度定期総会が開催され

ました。総会では、地方創生アワードの表彰や会員社の事

例発表などが行われました。今年度は新たに9社が加わ

り加盟社数は58社へ。「地域に活力を！元気を！」を目的

に、エリアを越えて情報や人材の交流を行い、地域の広告

会社が抱える課題を解決すべく、切磋琢磨しています。

（アライアンス事業部・武）

　当社が推進するCHUCOgroup児童虐待防止運動は、

今年度も文部科学省とこども家庭庁からご後援をいただ

くことになりました。当運動は児童虐待の防止を目的とし、

児童相談所虐待対応ダイヤル189番の認知向上に取り組

んでいます。平時は情報誌による啓発活動や、小学校の校

内放送を用いたプロモーションを実施。11月には地元企業

や自治体を巻き込みキャンペーンを行う予定です。　　   

（広報・マーケティング　岡本）

　弊社では3年前から大型の住宅省エネ補助金

「窓リノベ」に着目し、早期に企画化して実績を積

み重ねてきました。その甲斐あってクライアント

からは「補助金の上限に間に合わせようと、工事

が追いつかないくらいの問い合わせがあった」

「キャンペーン時に広告掲載したいと考えていた

のでよかった」、読者からは「窓のリフォームを考

えていたので役に立った」といった声が寄せられ

ています。こうした好評を受け、『月刊すかっと』・

『月刊こみっと』両誌で3年連続特集が実現し、多くのページ数を組める企画へと成長しました。

　今後も補助金をはじめとする有益な情報を、読者・クライアント双方にお届けできるよう尽力し

てまいります。

▲『月刊こみっと』2025/4月号掲載誌面

　2024年の訪日外国人旅行者は

3,686万人と過去最高を記録。高ま

るインバウンド需要に応じた鳥取県

食パラダイス推進課の「観光グルメ

MAP」を当社で制作いたしました。

　日本語版、中国語版（繁体字・簡体

字）、韓国語版、英語版の5言語で対

応。掲載した全店で鳥取県産食材を

使用しており、牛骨ラーメンを中心とした「ラーメン」、日本海の幸「海鮮・寿司」、ルウの

消費量が全国1位を獲得した実績のある「カレー」、人気作品で紹介されたホルモン焼

きそばなどの「鉄板グルメ」の4ジャンルで、地元食材の魅力を伝えています。また、利便

性を考慮し、クレジット、キャッシュレス決済が利用でき、最新情報が分かるウェブ

ページを持った店舗を選定しました。

　食の魅力を体感してもらうことで再訪、クチコミ醸成へとつなぐ1冊です。情報誌で

培った飲食店情報を生かして、地域経済発展に貢献できたことをうれしく思います。

 （つばさ編集室・船越）

　『AO』3月号では、無添加ドライフルーツを特集

しました｡北海道にもおいしいフルーツがあること

を知ってほしいと､代表自ら生産者の元へ赴き仕入

れるのは規格外のフルーツ｡食品ロスへの取り組み

を交えながら､商品の可愛らしい見た目やおしゃれ

なパッケージビジュアルを最大限に生かした誌面

を作成しました｡

　発行日にはお店のInstagramフォロワーが増加

し、DMには｢応援します｣とのメッセージも。また､

『AO』を見たと思われる地元の人からの注文を数

十件獲得。編集室にも｢千歳市にドライフルーツのお店があることを初めて知った｣

｢手土産に今後使いたい｣などと数多くの読者の声が寄せられました。

　創刊から10号目の発行を果たした今､地元に不可欠な情報誌としての成長を感

じています｡今後も読者に新たな発見を与える情報を発信し､地元を盛り上げる楽

しい誌面づくりに邁進いたします｡

 （AO編集室・高橋）

当社では、地域社会への貢献に積極的に取り組んでいます

▲ JLAA副理事長として登壇する大島社長

▲ 本対談記事は岐阜県内で発行する12誌に掲載

https://kouenkai.info/
https://apps.apple.com/jp/app/%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%A2-%E3%81%8A%E5%BE%97%E3%81%AA%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%B3%E3%82%92%E6%8E%A2%E3%81%9B%E3%82%8B%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA/id1559537559?mt=8


https://chuco.co.jp/related-sites/

